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代々木ゼミナールで数多くの受験生を指導後、現在私大医学
部・歯学部受験指導のメルリックス学院で教鞭をとるほか、東
日本及び沖縄の広範囲にわたり、高校で進学指導、英語及び小
論文指導にたずさわる。ライブ授業の素晴らしさにより、高校
生ばかりでなく教員層にも幅広い支持を得ている。
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2008年度センター試験　
　英語問題詳細分析

Ⅰ．はじめに
　2008年度のセンター試験は、参加大学・短大
数が 22校増加し、777校と過去最高になりました。
一方、志願者数は、2007年度より 9,967人減少
の 543,385人（前年比 98.2％）で、志願者の増加
は昨年 1年限りで再び減少に転じました。また、
高等学校卒業見込者が 6,303人減（1.5％減）の
428,013人、卒業者が 4,062人減（3.6％減）の
108,666人でした。
　2月 7日に、大学入試センターから発表された
本年の本試験の確定平均点は、昨年と比較すると
筆記もリスニングもダウンしました。筆記が
－5.8点の 125.3点（200点満点）、リスニングが
－3.0点の 29.5点（50点満点）で、「筆記＋リス
ニング」の得点率をもとに 200点満点に換算し
た平均点も 7.0点ダウンして 123.8点となりまし
た。本年も筆記とリスニングの受験者数の差は、
昨年とほぼ変わらず、筆記受験者数（497,101人）
－リスニング受験者数（490,853人）＝6,248人で
した。リスニングの受験率（リスニング受験者数
÷全受験者数×100）は 97.4％で、昨年より 0.1
ポイントアップしました。このことは、リスニン
グの合否判定の利用度が大学内で高まっているこ
とを反映しているものと考えられ、国公立大でほ
ぼ 99％、私立大で約 70％を超える利用がなされ
ています。しかし、今年も ICプレーヤーの不具
合の問題が生じ、3年連続の解決すべき課題とな
りました。ICプレーヤーのトラブル等に対応し、
今年は大学入試センターも、あらかじめ ICプレ
ーヤーの操作ガイドを公開するなど、改善策がな
されましたが、早急なる問題の抜本的解決をお願
いしたいものです。

Ⅱ．今年度のセンター英語の概要
　コミュニケーション能力と読解力を問う問題に、
より重点が置かれるようになったと言ってもいい
でしょう。昨年の第 1問、第 3問、第 4問、第 5
問の変更に続き、本年も形式・内容両面で大幅な
変更があり、特に第 5問と第 6問に変更がありま
した。第 5問の長い会話文ビジュアル読解問題が
姿を消し、イラストを用いた問題 3題と入れ替わ
りました。第 6問はセンター試験が始まって以来、
ずーっと続いてきた『ストーリー性のある小説風』
の読解問題が、今日の時事問題ともなっている
IT革命を扱った『説明的文章』の読解問題に変
わりました。これに伴い、語彙力も専門性を帯び
た、やや高めのものとなり、語彙数も昨年から約
300語増えて 4,130語となりました。このところ
の単語数増は速読力を要求しているものと思われ
ます。
　筆記は時間が 80分、配点 200点、マーク数は
51か所（昨年は 53か所）で、大問別の配点が大
きく変わりました。リスニングは時間が 30分、
配点 50点、マーク数は 25か所で、昨年とほぼ
変わりません。筆記もリスニングも昨年に比較し
て、難易度はやや難化したと言っていいでしょう。
　センター試験では、speaking能力、writing能
力の発信能力と、reading能力、listening能力の
受信能力の 4つの技能が要求される試験です。
　第1問のＡ発音問題、Ｂアクセント問題、Ｃ
強調の意図、及び第２問Ｂの対話文空所補充完成
問題は、speaking能力を問う問題です。
　第2問Ａの文法・語法問題、Ｃの語句整序英
文完成問題は、writing能力を問う問題です。こ
こまでが発信能力を問う問題です。
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　第3問Ａの１、２の意味類推問題、Ｂ、Ｃ問題、
第4問Ａ図表を用いた読解問題、Ｂ広告文を見
ての問題、第5問Ａ、Ｂ、Ｃのイラストから何
が読み取れるかを問う問題、及び第６問の長文読
解問題は、reading能力を問う問題です。
　そして、listening能力を問うリスニング問題
と併せて受信能力を問う問題という構成でセンタ
ー試験は組み立てられています。まさに英語の総
合力を問う試験と言ってもよいでしょう。

Ⅲ．大問別の分析
第1問（発音・アクセント・強調の意図）
　Ａの発音問題は、昨年に引き続き出題されまし
た。これは、実際教科書に出てくるレベルの単語
でした。普段からの発声を心がけておけば十分対
応できるものです。Ｂのアクセント問題が、
English●◦（強弱）というように、あらかじめ
示された強弱マークに合った単語を選ぶ新しい出
題の仕方でしたが、特に要領を得ないものではあ
りません。Ｃ問題は、昨年から登場した新傾向の
問題で、発意者の強調の意図（inclination）を問
う問題でした。リスニングでの受信能力と並行し
て、英語の発信能力を試すものです。関係づけて
学習させるほうが効率よい学習につなげやすくな
るでしょう。
　第 1問の配点は 19点から 16点に減りました。

昨年並みの難易度と言えます。対策としては、英
語の学習をする際に、声に出して単語や文章を読
むことが有効です。リスニングの勉強をするとき
も、アクセントや強調部について意識して聴く習
慣を身につけさせたいものです。

第2問（文法語法・対話文完成・語句整序英文
完成）
　第 2問の傾向は去年と変わらず、A文法・語法
問題、B対話文完成問題、C語句整序英文完成で、
ともに昨年並みの難易度です。
　Ａ 文法・語法問題が 1問減って 10問となりま
した。第 3問の「Ｓ＋ say(s)＋ that-節」のＳに
は「本や雑誌、新聞」などが入って「本（雑誌、
新聞）に…と書いてある」と、言うことができま
す。生徒の側からすると変な言い回しに聞こえる
ようです。また、動詞の語法を問う問題が 4題あ
りましたが標準的な問題でした。しかし、第 4問
の「observe＋Ｏ」で「（法律など）に従う」と
いう意味の observeは、浸透が少なかったかも
しれません。
　B 対話文完成問題とC語句整序英文完成問題
には、変化はありませんでした。述語動詞Ｖとし
て用いる動詞に着眼し、節単位の「Ｓ＋Ｖ」のま
とまりを見つける方法と、熟語などのまとまりを
つくる方法の両面からアプローチできるように、
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普段からの練習を積ませたいものです。
　この第 2問については、高度な知識は要求され
ていません。センターの問題は過去問を紐解くと、
繰り返し何度も出題されているケースが目に映り
ます。センターの過去問を生徒さんに数多く演習
させていただくことを希望します。国公立大 2次
試験や私大を受けるにあたっても、必要な基礎的
な事柄が確認できる格好の材料だと思われます。
基本書の理解を深め、更に多くのセンター過去問
に触れることが重要です。

第3問（意味類推・意見の要約・文補充による英
文完成）
　形式は昨年と同じですが、配点が 38点から 44
点に増えました。A［意味類推問題］の a real 
hot potato（難問）と poaching（密漁）の意味を
類推する問題でした。1つの文の意味を前後の文
の意味と関連づけながら、英文全体の中で考える、
という読解問題の基本を再認識させるものです。
　B［意見の要約問題］は、昨年の「テレビゲー

ムの影響に関するディスカッション」から、本年
は「学校新聞の服装規定」に関する 3人の生徒の
意見の要約問題に変わり、単語数が 150語ほど
増加しました。難易度ではやや難。Aが抽象⇒具
体に対し、Bは逆に具体⇒抽象という思考能力を
試しています。
　Cの文補充による英文完成問題は語数にして
60語ほど増えましたが、取り組みやすい問題で
した。この問題の解決キーは、空所の前後の文と
選択肢との接点を探すことです。選択肢もその段
落を構成する内容の一部であり、特に指示語やつ
なぎ言葉、そして物事の順序を意識することが大
切です。

第4問（ビジュアル図表読解問題・広告文読解）
　形式は昨年とほぼ同じでしたが、配点が昨年の
30点から 36点に増えました。Ａの図表を用いた
読解問題は「気象衛星ひまわりの打ち上げデータ」
に関する英文と表があり、計算を必要とする問題
が含まれていました。（下図）

☆第4問 A の「気象衛星ひまわり」の打ち上げデータ
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☆第4問 B の「英語のサマーキャンプ」の広告文
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　Ｂの広告文を見て答える問題では「英語のサマ
ーキャンプ」の広告文が出され、読みやすい英文
でした。Ａ、Ｂいずれの問題もそれぞれ 60語近
く語数が増えていましたが、難易度は昨年並みだ
と言えるでしょう。（↗）

　（↗）Ａは、主役はあくまでも図表で、文章では
ありません。また、Bも全体の情報を整理すると
いう観点から、全部を読もうとするのでなく、太
字（見出し）の項目を最大限活用するように取り
組むとよいでしょう。

　形式が大幅に変更されました。昨年の会話文形
式 24点からイラスト問題 18点に配点が減少し
ました。Ａ「動物の自己防衛法」、Ｂ「幾何学模
様のデザイン」、Ｃ「アーチェリーの練習をする
兄妹の 4コマ漫画」が出題され、Ａ、Ｃは絵の説
明をする適切な英文を選び、Ｂは文の説明に沿っ
た絵を選ぶ問題です。問題に変化があったので、
受験生に戸惑いがあったようですが、難易度は昨
年並みの標準的なレベルの英文でした。

第6問（長文読解問題）
　形式に若干の変化があり、従来の内容一致の選
択問題がなくなって、段落や本文全体の主旨を問
う問題に変わりました。素材文のジャンルが説明
的な文章になり「IT革命が企業に与えた影響」
について述べた文で、設問数が 8題から 7題に減

り、配点も昨年の 43点から 42点になりました。
本年の説明的文章に限らず、センターの読解問題
では、設問の解答となる選択肢は、本文そのまま
の表記ではなく、必ずと言ってよいほど、本文の

第5問　（イラストの説明文選択問題）

B C
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言い換えの表現が使われています。昨年までの小
説的な文章でも同じことが言えました。裏を返せ
ば、解答にならない選択肢に本文そのままの表現
が使われやすいようです。そのため「なんとなく」
内容を理解するのではなく、正確に文脈を理解す
るために、早い時期は精読をする習慣を身につけ
させることが重要だと言えます。

Ⅳ．リスニング問題の分析
　昨年よりやや難化しました。と、言いましても
難易度は英検準 2級レベルと考えてよいでしょう。
大問構成、出題形式はほぼ昨年通りです。2008
年度の問題は、選択肢が長いものが増え、内容把
握が複雑化した分、少し難しくなったと言えます。
読解力を養いながらリスニング能力を高めていく
学習が必要です。
　大問数は 4題、解答数は 25か所、配点 50点は、
2007年度とまったく同じでした。読まれる英文
の総語数は、1010語から 1087語に少しばかり増
加しました。読み上げスピードは、第 3問、第 4
問で昨年よりやや速くなりました。が、全体とし
ては、ほぼ昨年並みのスピード（約 160wpm［約
160語／分］）でした。難易度は、センター試験
が目標としている標準レベルの問題です。
　第1問は対話文ビジュアル選択問題が 6題で
した。受験生にとって、位置関係を問うた問 3が
難問だったようです。“The Northeast”や“south 
of New York”と言った方向や位置関係を地図の
中で視覚的に判断する問題です。
　第2問は対話文応答文選択問題が 7題出題さ
れました。このタイプの問題は最後の発話者の発
言がカギを握ります。中でも、問 8、問 9、問 12
が、内容を理解し論理を組み立てて考える必要が
あるため、受験生には難しく映ったようです。
　第3問のＡでは対話文質問選択問題が 3題出
題されました。問 16のような問題は、情報の整
理と、特に固有名詞が登場すると、その関係を掴
む必要があります。Ｂ問題は対話文イラスト一致
完成問題です。本問は集合写真内の 3人の男女の
位置関係について、服装・持ち物・位置関係を説

明する語句に注意して聞く、という注意が必要で
した。
　第4問のＡ問題では、短文内容把握問題が 3
題出題されました。英文自体は日常生活に関係す
る内容で難しいというレベルではありませんが、
情報の整理が要求される問題でした。Ｂ問題は本
年も長文内容把握問題でした。お土産にもらった
ハワイアン・レッド・シュリンプに関する話を聞
いて質問に対する適切な解答を選択する問題でし
た。事前に設問及び選択肢から内容を予測するこ
とをやっておきたい問題です。第 4問Ａを中心に、
聞き取りに注意を要する設問が増え、全体として
昨年よりやや難化したと言えます。単なる読解力
だけでなく、正確な読解力を身につける必要性を
昨年以上に感じさせられました。
　全般的に、内容は日常生活の会話から、抽象的
な説明文の内容理解まで幅広く、十分に対策をと
っていなかった受験生には聴き取りづらかったか
もしれません。英文が 2回読みあげられることを
うまく活用したいものです。
　対策は、継続的に英語を聴く習慣を身につけさ
せることが重要です。新学期から少しずつ耳慣ら
しの意味で、リスニング能力と読解能力を比例的
に伸ばしていくには、ディクテーションを行うの
も効果を上げる一方法だと考えられます。教材と
しては NHKなどの放送番組を利用してリアルな
英会話を聴いたり、市販の英検や TOFEL／
TOEIC関係のリスニング用 CDをはじめ、セン
ター試験対策用のリスニング CDを活用するのも
有効な対策になります。また、英文を聴き取る訓
練ばかりでなく、あらかじめ選択肢に目を通し、
文章や設問の内容を予測する練習もやっておきた
いものです。
　センター試験では高校教科書レベルの英語力
［＝基礎英語力］が求められます。基礎学力（語彙・
文法・英文読解、etc.）を毎日の学習の中で着実
に高めることが必要です。にわか仕立ての学習で
は間に合わないことを、生徒指導の際に強調する
必要があります。


